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本事業の背景と目的

本事業の目的

 2021年度の事業においては、具体的な施策への反映を見据えて、
昨年度の調査の結果を踏まえつつ、データ主体である患者ご本
人・ご家族のご意見を伺うことを主な目的としています

 本事業では、患者ご本人・ご家族の医療情報が新薬の開発やそ
の他の目的で利用されることについてのご意見を伺い、今後の議
論の参考とするためアンケート調査を行います

本事業の背景

 「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号。以下
「個情法」という。）の制定時から、医療等分野における個人情報
（以下「医療情報」という。）については、その情報の性質上、特に
適正な取扱いの厳格な実施を確保する必要がある分野だと考えら
れています

 平成27年の個情法の改正においては、医療情報が含まれる要配
慮個人情報が定義され、その他の個人情報と比べて一層高い保
護が求められることとなりました

 厚生労働省では、海外における保健医療分野の個人情報保護法
制等の状況も調査しつつ、医療分野の個人情報の取扱いについて
の検討を行っています。2020年度の事業では、現行の法制度やガ
イドラインのもとでの医療機関や研究機関などによる医療情報の取
扱い状況について国内外の実態を把握して、医療情報の保護と利
活用の双方の観点から現行の法制面や運用面での課題等を整理
しました 患者さん

のメリット

医療情報の保護

 厳格なセキュリティ対策

 不正利用の監視

 不正利用への罰則等

医療情報の
利活用促進

 治療の研究

 新薬の開発

 感染症対策等

患者ご本人・ご家族に対する
意識調査の実施
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調査目的

厚生労働省では、新たな治療法や薬の開発などを通じて国民や患者により良い医療を提供するとともに、個人の権利を保護
するために、医療情報等（診察・検査・治療等のデータ）の保護と利活用について検討を行っています。

今後の施策検討の参考とするため、医療情報等を提供する患者ご本人やご家族へアンケートを行い、ご意見を集めたいと考えて
おります。
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調査概要

調査方法・対象 主な設問内容

調査方法 Webアンケート調査
 所用時間は約10分を想定

調査対象 患者ご本人または患者ご家族

調査期間 2021年12月中を想定

回収目標 貴会員様のうち、約10%の回答を想定

主な調査
項目

 患者ご本人の情報
 年齢、性別、疾患など
（患者ご本人が特定できる情報は含みません）

 医療情報の提供
 利用目的や利用団体ごとの医療情報の提供可
否

 医療情報を提供する際に重要視する取組みや条
件 など

 情報提供に関する同意取得
 同意取得の方法
 同意を撤回する権利の必要性 など

 医療情報の保護範囲
 どの医療情報をより保護したいか など

※調査項目の詳細は、別紙「WEBアンケート」を参照く
ださい。


